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挨拶

松野陽 一

今日はょうこそおいでくださいました。ありがとうごさ、、ます。

この会も22回を数えることになりました。海外の日本研究者の研究発

表の場として、かなり 意義のある役割を果たしつつあると思っていると

ころです。が、佐倉の国立歴史民俗博物館が今年から国際集会をはじめ

るというので、外国の方もたくさんお招きして大々的に四日間開くとい

う企画が重なりまして、印象の強さを奪われてしまった感がありますが、

こちらは持続している中味の充実度で勝負したいと思います。関西の国

際日本文化研究センターや国立民族学博物館などの共同利用機関が一緒

になって、日本学の浸透（進展）のために、それぞれの力を出していき

たいと思うわけでございます。

この会は、今日明日二日間にわたって開催されますが、それぞれのお

国でお仕事をたくさん積み重ねていらっしゃる先生方から、日本に留学

して研究をしはじめたという学生の方まで、いろいろの水準、 立場の方

がいらっしゃるわけです。それぞれの国で中心となっている方にここへ

きていろいろなお仕事の成果を披露していただくという 意味と、これか

らもっともっと若い方々に日本学の専門家になっていただきたい、それ

ぞれの国で活躍していただきたい。そして、その双方が日本文学全体の

研究の刺激になっていったらという 意味で、成熟した研究ばかりでなく、
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意欲に満ちた出発点に立つ発表が非常に増えてきていることを歓迎した

いと思います。

日本人の研究者はとかく－ここに御参加の方はそうではないんです

が一日本の中だけで閉じてしまっているという傾向がどうしでもあるか

と思いますが、昨年、 一昨年の発表を見ておりますと、日本語以外の言

語に翻訳されることによって、はじめて作品の特質に光が当たるという

ような面をご発表いただいたことが、少し重なってきていると思います。

それは日本人研究者に対して反省を迫るという点で、貴重な発表だ、ったと

思います。一緒になって豊かな学問の世界を開いていきたいと願ってい

るわけでございます。そのためにこの会が役立つことができればと思っ

ています。

通常ですと館内の者だけが司会、運営等にかかわるのですが、この集

会はいろいろな大学の先生方に働いていただくということになっており

ます。それも世界中の日本学の研究者が一緒に研究をするという共同利

用機関の性格と思し召されて、どうぞよろしく御協力のほどお願いしま

す。

それでは実りの多い二日間でありますように。
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